
公
害
防
止
協
定
違
反
は
明

か
、
監
視
委
員
会
で
指
摘

九
月
三
〇
日
、
滝
沢
市
と

Ｒ
Ｍ
Ｃ
と
の
公
害
防
止
協

定
で
設
置
さ
れ
て
い
る
放

射
線
監
視
委
員
会
が
開
催

さ
れ
、
市
担
当
者
か
ら
「
安

全
協
定
で
確
認
さ
れ
て
い

る
持
ち
込
み
ア
イ
ソ
ト
ー

プ
の
種
類
に
ラ
ジ
ウ
ム
２

２
３
を
加
え
る
」
と
す
る

「
覚
書
改
訂
」
の
報
告
が
あ

り
ま
し
た
。

監
視
委
員
会
の
委
員
を

務
め
て
い
る
永
田
文
夫
氏

は
「
持
ち
込
ま
れ
る
新
し
い

が
ん
治
療
薬
は
ラ
ジ
ウ
ム

２
２
３
を
使
用
と
い
う
が
、

こ
の
核
種
は
微
量
で
も
致

死
性
が
あ
る
α
核
種
、
猛
毒

の
ポ
ロ
ニ
ウ
ム
２
１
０
の

半
分
く
ら
い
に
あ
た
る
強

力
な
毒
性
を
有
す
る
。
こ
の

よ
う
な
放
射
性
廃
棄
物
の

持
ち
込
み
は
慎
重
に
審
議

す
べ
き
だ
」
と
主
張
し
ま
し

た
。

《天恵の海》
２０１６（平成２８）年

１２月２１日

第１７１号
編集事務局 S.Oshida

ＴＥＬ・ＦＡＸ 019-623-1636

三陸の海を放射能から守る

岩手の会（略称）三陸の海・岩手の会

郵便振替 02240-5-102650

ホームページ《再処理／岩手の環境》
http://sanriku.my.coocan.jp/
《本紙の全バックナンバー掲載》

１バイアル（小瓶

5.6ｍｌ）あたり塩化

ラジウム２２３を

６，１６０,０００Bq

含有(説明書）

写真は岩手県立宮

古病院ホームページ

から

前立腺がんの骨転

移患者の治療薬。

ラジウム２２３を静

脈注射して、がん細胞

を破壊し延命治療を

行う注射液です。 ア

ルファ線による放射

線治療薬として、昨年

４月バイエル社が販

売を申請し、日本政府

は2016 年３月承認し

６月から病院で使用

開始されています。

カルシウムと同じ挙動をするラジウム２２３粒子を、

がん細胞近くの骨に付着させ、アルファ線でがん細胞の

ＤＮＡを攻撃しがんを破壊して、患者の延命を図るとい

う。しかし、アルファ線は粒子線とも呼ばれて、陽子２

個と中性子２個からなるヘリウム４の原子核である。

そのエネルギーは数百万ｅＶ（エレクトロンボルト）も

あり、生物細胞の結合エネルギーは数ｅＶ～数十ｅＶで

あり、あまりに強力である。がん細胞だけではなく、正

常細胞にも甚大な破壊作用を及ぼすと考えられる。

岩
手
県
滝
沢
市
に
あ
る
ラ
ジ
オ
メ
デ
ィ
カ
ル
セ
ン
タ
ー
（
Ｒ
Ｍ
Ｃ
）

に
危
険
な
ア
ル
フ
ァ
線
放
出
核
種
（
以
下
「
α
核
種
」
）
の
医
療
用
廃

棄
物
が
搬
入
さ
れ
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

九
月
三
〇
日
に
市
役
所

で
開
催
さ
れ
た
放
射
線
監
視
委
員
会
で
、
市
民
側
委
員
か
ら
「
ラ
ジ

ウ
ム
２
２
３
と
い
う
α
核
種
の
持
ち
込
み
が
報
告
さ
れ
追
加
提
案
さ

れ
て
い
る
が
、
前
回
の
新
核
種
搬
入
時
の
約
束
が
守
ら
れ
て
い
な
い
」

と
指
摘
さ
れ
、
問
題
が
明
る
み
に
出
ま
し
た
。

さ
っ
そ
く
市
民
に
よ
る
学
習
会
が
開
催
さ
れ
「
α
核
種
」
が
呼
吸

や
食
べ
物
に
よ
っ
て
体
内
に
入
っ
た
場
合
、
深
刻
な
内
部
被
ば
く
を

も
た
ら
す
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。
ラ
ジ
ウ
ム
２
２
３
を
吸
入
摂
取
す

る
と
セ
シ
ウ
ム
１
３
７
の
約
八
五
〇
倍
の
被
ば
く
が
あ
り
ま
す
。

全国から医療用放射性

廃棄物が集められ処理される

（岩手県滝沢市 1987 年開業）

学
習
会
に
は
数
人
の
市
議
も
参
加
し
ま
し
た
。
こ
の
学
習
会
に

続
き
「
α
核
種
廃
棄
物
搬
入
反
対
」
の
陳
情
や
市
長
へ
の
直
訴
な

ど
が
行
わ
れ
、
市
議
会
で
の
再
審
議
が
始
ま
り
ま
し
た
。

盛
岡
市
と
合
併
し
た
旧
玉
山
村
と
の
公
害
防
止
協
定
も
あ
り
、

盛
岡
市
議
会
で
も
一
二
月
一
二
日
の
定
例
会
で
質
問
が
出
さ
れ
、

問
題
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
医
療
行
政
に
関
わ
る
重
大
な
問
題

で
あ
る
こ
と
が
判
明
し
、
危
険
な
ア
ル
フ
ァ
線
放
出
治
療
薬
を
承

認
し
た
薬
事
行
政
に
つ
い
て
、
国
へ
質
問
主
意
書
を
提
出
（
川
田

龍
平
議
員
）
し
、
回
答
を
得
ま
し
た
。
現
在
納
得
出
来
な
い
点
に

つ
い
て
再
質
問
書
を
提
出
中
で
す
。



現在許可搬入核種とラジウム２２３等の吸入毒性比較

現状 核種名 放射線
１Bq 吸入した場合

の被ばく線量

(mSv）

ヨウ素１３１

の何倍危険

か（倍）

半減期
１ベクレル経口摂取

した場合の被ばく

線量（mSv）

搬入検討

核種の

親核種
アクチニウム２２７ α、β

0.047～0.63 ２３５０～

３１５００
２２年

0.0011

(塩化物0.15）

↓ トリウム227 α、β 0.0062 310 １９日
搬入検討 ラジウム223 α 0.0057 285 １１．４３日 0.0001

現在搬入

水銀２０３ β、γ 0.000007 0.35 ４６．６日

金１９８ β、γ 0.0000011 0.055 ２．７日

ヨウ素１３１ β、γ 0.00002 1 ８．０日 0.000022

以下省略（上の３種と合わせて２２核種）

体
の
内
部
か
ら
の
被
ば
く

市
担
当
者
は
八
月
二
二
日

に
開
催
さ
れ
た
市
議
会
全
員

協
議
会
に
付
し
た
「
ラ
ジ
ウ

ム
２
２
３
」
の
資
料
を
提
示

し
ま
し
た
が
、
そ
れ
に
は
「
強

力
な
抗
腫
瘍
効
果
、
ア
ル
フ

ァ
線
放
出
、
半
減
期
一
一
・

四
日
、
骨
に
取
り
込
ま
れ
や

す
い
、
ア
ル
フ
ァ
線
は
飛
距

離
が
短
い
（
体
内
で
〇
・
一

㍉
）
、
薄
い
紙
一
枚
で
完
全
に

遮
断
、
放
射
線
が
影
響
す
る

範
囲
が
狭
い
」
な
ど
と
記
さ

れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
こ

の
よ
う
な
特
徴
が
あ
る
か
ら

こ
そ
、
体
に
取
り
込
ま
れ
た

場
合
、
計
り
知
れ
な
い
恐
ろ

し
い
毒
性
を
発
す
る
の
で
あ

り
、
そ
の
視
点
な
し
に
は
判

断
出
来
な
い
案
件
で
す
。

公
害
防
止
協
定
で
は
持
ち

込
み
核
種
は
「
ア
ル
フ
ァ
線

以
外
の
短
半
減
期
の
一
九
種

の
み
」
と
確
認
さ
れ
て
お
り
、

そ
の
後
追
加
さ
れ
た
三
核
種

に
つ
い
て
も
監
視
委
員
会
の

審
議
を
経
て
い
ま
す
。
特
に

二
〇
〇
八
年
追
加
さ
れ
た
二

核
種
に
つ
い
て
、
村
で
決
め

た
後
に
監
視
委
員
会
へ
当
日

報
告
す
る
と
し
た
手
続
き
が

取
ら
れ
た
こ
と
に
疑
義
が
出

ま
し
た
。
そ
の
結
果
「
よ
り

長
い
半
減
期
の
危
険
な
核
種

は
必
ず
監
視
委
員
会
の
議
を

経
る
こ
と
、
住
民
の
意
見
を

聞
く
こ
と
」
を
市
当
局
も
約

束
し
て
い
ま
す
。（
滝
沢
市
監

視
委
員
会
議
事
録
）

。

１回体重１ｋｇにつき

55,000Ｂｑとし、６０ｋｇ

の成人なら 3,300,000Ｂｑ

を注射する。 １回分で、

６８万４９３０円

（保険点数：68,493 点）。

「ゾーフィゴ」：１瓶の被ばく量の計算
◇１バイアル（5.6 ㍉㍑）(約２回分)6,160,000Bq（検定日）

ラジウム２２３の危険性
◇1Bq を経口摂取した場合の被ばく実効線量は 0.0001mSv

従って 0.0001mSv/Bq×6,160,000Bq = 616mSv

◇1Bq を吸入摂取した場合の被ばく線量 0.0057mSv

従って 0.0057mSv/Bq×6,160,000Bq = 35,112mSv

＊６回に分けて静脈注射しますが、半減期１１日で強いα線で患

者の骨細胞を中心に周辺細胞を被ばくします。

アクチニウム２２７（ラジウム２２３の親核種）の危険性

ラジウム223は、ラジウム226に中性子を当ててアクチニウム227

を作り、その娘核種ラジウム 223 を使用します。その場合ラジウム

のみ純粋に存することは不可能で親核種が混ざることは避けられ

ません。現在の規則ではラジウム 223 の 0.014%までの混入が許容さ

れますが、アクチニウムの危険性はケタ違いに大きいです。

１バイアル6,160,000Bqの注射液の中でアクチニウム227がラジ

ウム 223 の 0.014％となるアクチニウム 227 の数値は 862Bq です。

混入しても合法的な最大値です。

◇1Bq を経口摂取した場合の被ばく実効線量は 0.0011mSv

従って、0.0011mSv/Bq×862Bq=0.95mSv の被曝。

◇1Bq を吸入摂取した場合の被ばく実効線量は

0.047mSv～ 0.63mSv 従って

0.047mSv/Bq×862Bq＝40.5mSv ～0.63mSv/Bq×862Bq＝543mSv

*Acは塩化物の可能性が強くこの時は0.15mSv/Bqであり125mSvになり

ます。

注）ベクレルからシーベルトへの換算は「科学技術庁告示２０号」

：『原子炉等設置運転規則：線量限度を定める告示：別表第１』から。

＊算出された経口線量 0.95mSv は法定年限度１mSv に達します。吸

入線量の最大値 543mSv は年摂取限度 543 倍であり吸入摂取を警戒

しなければなりません。半減期は２２年ですから２２０年でやっと

１０００分の１になります。患者本人のみならず医療現場職員、家族、

埋葬関係者、環境への影響を考えると深刻な被害が憂慮されます。

放射線荷重係数（ICRP ・ 1990 年勧告）

β・γ線の「１」に対してα線は「２０」

です。α線が人体臓器に絶大なダメージを

与えることは放射線科学者の大多数が認

める事実です。被害の歴史に学ぼう。

①

ラ
ジ
ウ
ム
・ガ
ー
ル
ズ

一
九
一
〇
年
代
に
時
計
の
文
字
盤
の

夜
光
塗
料
と
し
て
ラ
ジ
ウ
ム
を
使
用
。
そ

の
塗
布
作
業
に
当
た
っ
た
女
性
労
働
者

が
被
ば
く
し
が
ん
死
者
が
続
出
し
た
。

②

ト
ロ
ト
ラ
ス
ト
造
影
剤

一
九
二
九
年
ド
イ
ツ
で
発
売
さ
れ
た
エ

ッ
ク
ス
線
の
造
影
剤
ト
ロ
ト
ラ
ス
ト
（
ト

リ
ウ
ム
の
α
線
）
の
使
用
に
よ
り
、
肝
臓

が
ん
死
が
通
常
の
二
〇
〇
倍
、
白
血
病
死

が
一
〇
倍
に
も
な
り
ま
し
た
。

③

リ
ト
ビ
ネ
ン
コ
氏
毒
殺

二
〇
〇
六
年
元
ロ
シ
ア
Ｋ
Ｇ
Ｂ
職
員

リ
ト
ビ
ネ
ン
コ
氏
が
亡
命
先
の
ロ
ン
ド

ン
で
不
審
死
を
遂
げ
ま
し
た
が
、
体
内

や
食
事
か
ら
強
力
な
α
線
核
種
ポ
ロ
ニ

ウ
ム
２
１
０
が
検
出
さ
れ
ま
し
た
。


